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鹿児島県 東九州自動車道大鳥川橋の動態観測事例 

日本地研株式会社  〇江藤 諒、板井 久義 

 

1. はじめに 

近年は気候変動の影響で、豪雨に伴う土砂災害が多発

している。このような土砂災害が発生した際は、通行規

制や施工時の安全管理、復旧後の安全性確認を目的とし

て、計測モニタリングが多くの現場で実施されている。 

本論文は令和 5 年 9 月 24 日に被災が確認された東九

州自動車道大鳥川橋 A2 橋台(鹿児島県曽於郡大崎町野

方)の計測モニタリングに関する事例紹介である。 

 

2. 被災概要 

図-1 に崩壊時の断面図と対象箇所の地質図を示す。 

対象箇所は A2 橋台上り車線側側方のシラス斜面で、

幅 15m×深さ 19.5m 程度の浸食崩壊が発生し橋台基礎の

深礎杭が一部露出した。発災後は現地踏査、地質調査や

計測モニタリングを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 崩壊時の断面図と対象箇所の地質図 1) 

3. 観測計器の概要 

 図-2 に示す計器配置で、観測モニタリングを実施した。 

①傾斜計4基(構造物2基・自然斜面2基)⇒本論文では割愛 

②地盤伸縮計7基(構造物3基・自然斜面4基) 

③GNSS 変位計7基(構造物5基・不動点2基) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 観測計器の配置図 

 

4. 地盤伸縮計のモニタリング結果 

 図-3に地盤伸縮計の観測結果を示す。 

上部工に設置した S-1と S-3は、温度変化に伴う橋桁

伸縮の影響を受けた変位が発生しており、変動状況はほ

ぼ同じであった。S-2の変位量は S-1・S-3に比べ微小だ

が、温度変化での変動を確認した。(S-1・S-3の1/10) 

 自然斜面に設置した S-4～S-7は、S-6で作業員接触で

の変位増加を確認したが、他の箇所では変位の累積傾向

は無く、目視確認で現地状況も安定していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 地盤伸縮計(S-1～S-7)のモニタリング結果 
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(1) 伸縮計 S-1・S-3と橋桁伸縮変位との比較 

 式-1に基づき算出した橋桁伸縮変位と S-1・S-3を比較

したグラフを図-4に示す。変位の変動状況は類似傾向を

示すものの、気温上昇時の変位量に大きな差が生じてい

る。これは気温と橋桁の温度差によるものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 温度変化による橋梁伸縮量と S-1・S-3の比較図 

 

5. GNSS 変位計のモニタリング結果 

 図-5に GNSS 変位計の観測結果、図-6に GNSS 変位計と

地盤伸縮計 S-1・S-3の比較図を示す。 

 上部工に設置した G-1・G-4は、長期的に見ると伸縮計

S-1・S-3同様、橋桁の伸縮変位を確認し、観測値も同程

度であった。ただし短期的に見ると、伸縮計は温度変化

に敏感だが、GNSS は気温との連動が鈍く、変化も緩やか

であるため、突発的な変位の捕捉は難しいと考えた。 

 G-2・G-3・G-5は、衛星や季節変化に起因する数 mm 程

度の変位ばらつきを確認したが、回帰しており現地に大

きな変状は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 GNSS 変位計のモニタリング結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 GNSS 変位計と地盤伸縮計の比較図 

 

6. 観測計器の特徴 

地盤伸縮計と GNSS 変位計の施工性や観測精度、安全

性などの特徴を表-1に一覧する。地盤伸縮計は1方向の変

位計測であるが計測精度に優れ、GNSS は3次元の変位計

測が可能で、施工性や維持管理に優れるが、長期間の観

測が必要なことが判った。これらの特徴を考慮して、計

器を選定することが重要と考えた。 

 

表-1 観測計器の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. まとめ 

 変位状況が判断できる現場で、伸縮計と GNSS を同位

置に設置して各計器の特徴を把握することができた。 

今後は、技術者の不足や自然災害の激甚化・頻発化に

伴い、調査・施工・維持管理段階での Web 観測の増加が

想定される。そのため、現地状況やコストを踏まえ、顧

客ニーズに適した観測計画を立案できるよう、理解を深

めていきたい。 

 

 

⊿lt=⊿T・α・l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・式-12) 

ここで、⊿lt：温度変化による移動量 

⊿T：温度変化の範囲(-5～+35℃) 

α ：線膨張係数(10×10-6) 

l ：伸縮桁長(対象箇所は 100m) 
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長期データは概ね同様
の変動傾向を示す 
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